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0 20 40 60 80 100
■全くない　■あまりない　■ときどき　■気づいたときはいつでも�
（％）�
18.6 16.9 25.4 39.0
38.2 30.9 18.2 12.7
16.1 29.0 24.2 30.6
10.0 16.7 30 43.3
3.3 18.0 29.5 49.2
6.6 27.9 27.9 37.7
18 32.8 �13.1 36.1
6.7 16.7 23.3 53.3
5.0 16.7 23.3 55
11.7 21.7 25.0 41.7
16.7 8.3 11.7 63.3
5.3 12.3 29.8 52.6
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本観察中に、給食センターの栄養教諭が、給食に出されている食べ物をどこから買っているかな
どを４時間目の授業で行った後、一緒に食べたことがあった。栄養教諭は、この地区内の給食を担
当し、保育園、小学校、中学校を順番にまわっている。子どもは、「給食の先生がみんなの食べ方
を見ているよ。」と担任に言われると、いつもよりも気をつけて食べている様子だった。このよう
に、時々でも栄養教諭が来て指導することは、食べ方の指導効果が高いことが推察された。
要　旨
前報４）に続き、白飯とおかずの食べ方に対する指導の科学的根拠を明らかにすることを目的に、
日本型食生活といわれる白飯を主食とする献立形式の食事において、白飯とおかずの食べ方、特
に、伝統的な食べ方である三角食べや口中調味の実践と、食品の好き嫌いについて調査するため、
学校給食時における小学１年生の児童の食べ方を観察記録した。
その結果、ばっかり食べをしている子どもは少数であるが、口中調味をしている子どももまた
少数であることがわかった。学校給食では、飯にも味がついていたり、ふりかけや佃煮などで白
飯を食べやすくする工夫がされていたりするため、口中調味を行って食べる必要があまりなく、
さらに、おかずの量が少ないなど、三角食べに向いていない献立が多かった。大部分の保護者は、
三角食べは大切であると考えているが、実際には家庭においてあまり注意されていなかった。
食事マナーは全般的によく、家庭において家族みんなで注意しているためであると推察された。
また、担任教諭や周りの子どもにより、食事マナーや好き嫌いに影響を受けることがわかった。
嫌いなものであっても、何度も繰り返し、担任教諭や周りの子どもから声かけや手助けを受ける
ことにより食べられるようになっていた。
１人１人の食べ方や食事マナーについて、担任教諭が毎給食時に指導することは難しいが、学
級への全体指導として前を向いて食べるように徹底させること、そして、給食を楽しんで食べら
れる雰囲気にすることが重要である。
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